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民衆の
声

ボイ
ス

南区版

　上海市との友好都市提携 40 周年を記念して仁田まさとし市議は、市会副議長と

して 11 月 5日から 7日まで、中華人民共和国上海市を訪問しました。

　日中共同声明が調印され国交が
正常化した翌年の1973年11月に、
横浜市と上海市は友好都市提携を
宣言しました。上海市にとっては始
めての海外友好都市提携でした。
　この宣言以降 5 年ごとに交流事
業に係る協定書が交わされており、
5日に「横浜上海友好交流事業に係
る協定書（2014 ～ 2018 年度）」が調印され、立ち合いました。

　仁田まさとし市議は、中国独自の政治
体制である上海市政治協商会議の蔡威
（さい・い）副主席と会見しました。
　友好交流提携 40 周年を契機としてよ
り一層両市の交流を深め、共に発展して
いくために相互の協力をと確認した上、
仁田まさとし市議は、「そのためにも未来
を担う学生同士の交流に力を入れたい」
と提案し、共感を得ました。

市会を代表して 仁田まさとし市議が上海市を訪問市会を代表して 仁田まさとし市議が上海市を訪問市会を代表して 仁田まさとし市議が上海市を訪問

　
明
年
の
予
算
審
議
な
ど
を
通
じ
て
、
政
策

実
現
に
向
け
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
こ
れ
に
対
し
林
市
長
は
、
市
民
の
視
点
に

沿
っ
た
要
望
を
い
た
だ
い
た
と
の
認
識
を

示
し
、
市
会
と
力
を
結
集
し
て
、
施
策
に
反

映
さ
せ
て
い
き
た
い
と
応
じ

ま
し
た
。

横
浜
市
予
算
要
望
書
を
提
出

　
公
明
党
横
浜
市
会
議
員
団
は
10 
月
21 
日
、

平
成
26
年
度
予
算
編
成
に
対
す
る
要
望
書
を

林
文
子
横
浜
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

　
要
望
書
は
、
最
重
点
要
望
1
0
6
、
重
点

要
望
1
2
2
、
各
区
重
点
要
望
73
の
計

3
0
1
項
目
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。具
体
的
な
項
目
と
し
て
、
防
災
・

減
災
対
策
で
は
、
全
児
童
・
生
徒
へ

の
携
帯
型
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
支
給
や

突
風
・
竜
巻
な
ど
風
害
に
対
す
る

対
応
、
地
域
防
災
拠
点
の
受
水
槽
や

消
火
栓
の
活
用
に
よ
る
災
害
時
の

飲
料
水
確
保
な
ど
を
要
望
し
ま
し

た
。

　
そ
の
他
、
中
学
校
昼
食
の
充
実
の

た
め
ス
ク
ー
ル
ラ
ン
チ
の
導
入
、
高

齢
社
会
の
安
心
と
し
て
孤
立
を
防
ぐ

事
業
の
拡
充
や
介
護
人
材
の
確
保
に

対
す
る
取
り
組
み
な
ど
を
要
望
し
ま

し
た
。

　
席
上
、
加
藤
団
長
は
、
市
民
が
景
気

回
復
の
実
感
が
持
て
な
い
中
で
、明
年

は
消
費
税
率
引
き
上
げ
な
ど
に
よ
る

負
担
増
が
あ
る
こ
と
か
ら
、本
市
で
も

低
所
得
者
な
ど
に
配
慮
し
た
施
策
を

展
開
す
る
よ
う
要
請
し
ま
し
た
。

　
5
政
令
指
定
都
市
（
横
浜
、

名
古
屋
、
京
都
、
大
阪
、
神
戸
）

の
公
明
党
議
員
に
よ
る
、第
21 

回
「
五
大
市
政
策
研
究
会
」
が

8
月
、神
戸
市
内
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
今
回
は
、大
都
市
共
通
の
政

策
課
題
で
あ
る「
災
害
時
要
援

護
者
支
援
対
策
」
と
「
待
機
児

童
対
策
」に
つ
い
て
、
各
市
か

ら
の
実
例
報
告
と
と
も
に
、意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
特
に
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
達

成
し
た
横
浜
市
の
取
り
組
み

へ
の
関
心
は
高
く
、国
の
待
機

児
童
解
消
加
速
化
プ
ラ
ン
の
展
開
に
よ
り
、
今
後
横
浜
方

式
が
全
国
的
に
拡
が
っ
て
行
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

※

横
浜
方
式…

横
浜
保
育
室
の
整
備
や
保
育
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

の
配
置
、
株
式
会
社
が
運
営
す
る
認
可
保
育
所
の
拡
大
な
ど
、

横
浜
市
が
行
っ
た
待
機
児
童
対
策
の
こ
と
。

林市長に要望書を提出する公明党横浜市会議員団

五
大
市
政
策
研
究
会
で
活
発
に
意
見
交
換

平
成
26
年
度

市
民
生
活
の
安
心
・
安
定
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
！

市
民
生
活
の
安
心
・
安
定
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
！

上
海
市
と
の
友
好
都
市
提
携
が
40
周
年

上
海
市
と
の
友
好
都
市
提
携
が
40
周
年

 
̶

未
来
に
向
け
て
さ
ら
な
る
友
好
交
流
を
！

公明党横浜市会議員団
南区政務調査事務所長

横浜市会議員

資
料

：

洋
山
深
水
港▲

左写真奥にある山の
頂きより港のコンテナ
を臨む

▲

　11 月 20 日、林文子横浜市長が太田
昭宏国土交通大臣に対し、平成 26 年度 
国の制度及び予算に関する提案・要望
書を提出しました。これには上田勇衆
議、佐々木さやか参議とともに仁田まさ
とし横浜市会副議長も同席しました。
　提案・要望内容は、幹線道路や鉄道事

業の推進、港湾やMICE 分野の国際競争力強化、公共施設の老朽化対策など6項
目。林市長は、「横浜市の将来にとって特に重要な施策」と訴えました。
　太田国交大臣は、連携しながら取り組む考えを示しました。

　上海港のコンテナ取扱量は、横
浜港の10倍に相当する 3,150 万
TEU と世界1位となっています。
　特に、船舶の大型化に対応する
ため上海の東南端から約 30km
沖合に洋山深水港の整備を進めて
います。
　上海市洋山管理弁公室の劉国成 室長
から施設の説明を受け、港湾機能について意
見交換しました。

　上海港のコンテナ取扱量は、横
浜港の10 倍に相当する 3,000
万ＴＥＵを超え世界 1 位となって
います。特に、船舶の大型化に対応
するため上海の東南端から約
30km 沖合に洋山深水港の整備を
進めています。
　上海市洋山管理弁公室の劉国成 室長
から施設の説明を受け、港湾機能について意
見交換しました。

太田国土交通大臣に提案・要望！太田国土交通大臣に提案・要望！



　
手
や
足
に
障
が
い
が
あ
る
方
の
日
常
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
、
物
を

持
っ
て
く
る
、
ド
ア
を
開
け
る
な
ど
、
特
別
な
訓
練
を
経
て
認
定
を
受
け
た
介

助
犬
を
、
約
1
万
5
千
人
が
必
要
と
す
る
中
で
、
現
在
実
働
し
て
い
る
の
は
67

頭
（
本
年
4
月
1
日
現
在
）
で
す
。そ
の
育
成
・
普
及
に
つ
い
て
、
社
会
福
祉
法

人
日
本
介
助
犬
協
会
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。「
人
に
も
動
物
に
も
優
し

い
社
会
」を
め
ざ
し
ま
す
。

介
助
犬
の
育
成
と
普
及
を
目
指
し
て
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9
月
26
日
、「
横
浜
市
会
議
員
の
議
員
報
酬
、

費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
」（
案
）
が
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。議
員
が
本
会
議
や
委
員
会
な
ど
に
出
席
し

た
時
に
支
払
わ
れ
る
旅
費
で
あ
る
「
費
用
弁
償
」

に
つ
い
て
、
居
住
地
ご
と
に
千
円
、
二
千
円
、
三

千
円
を
定
額
支
給
す
る
も
の
で
、
10 
月
1
日
か

ら
適
用
さ
れ
ま
し
た
。

　「
費
用
弁
償
」は
、
地
方
自
治
法
に
お
い
て
、「
議

員
は
職
務
を
行
う
た
め
に
要
す
る
費
用
の
弁
償

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の「
費
用
弁
償
」に
つ
い
て
横
浜
市
会
で
は
、
平

成
19 
年
4
月
か
ら
日
額
支
給
を
廃
止
し
、
議
員
が

職
務
で
市
外
に
出
張
し
た
時
の
み
旅
費
と
し
て

支
給
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
に
入
り
、
議
会
改
革
を
議
論
す
る
特
別
委

員
会
に
お
い
て
、
本
会
議
や
委
員
会
に
出
席
す
る

際
の
交
通
費
の
実
費
相
当
額
を
支
給
す
べ
き
と

の
提
案
が
あ
り
、協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
公
明
党
横
浜
市
議
団
は
、
改
正
案
の
趣
旨
は
地

方
自
治
法
に
準
拠
し
て
い
る
と
理
解
致
し
ま
し
た

が
、
本
来
は
定

額
で
は
な
く
実

費
精
算
で
あ
る

べ
き
と
考
え

「
費
用
弁
償
」

を
受
け
取
ら
な

い
こ
と
を
決
定

し
ま
し
た
。

　
8
月
20
日
、
市
立
小
学
校
で
運
用
し
て
い
る
校
務
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
の
改
善
要

望
書
を
教
育
長
に
提
出
し
ま
し
た
。学
校
現
場
の
教
職
員
か
ら
、
操
作
上
の
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
や
シ
ス
テ
ム
の
不
安
定
さ
に
つ
い
て
の
声
が
挙
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
利

用
に
つ
い
て
は
学
校
ご
と
の
判
断
に
委
ね
る
こ
と
や
、
本
来
の
目
的
で
あ
る
教
職
員

の
職
務
の
効
率
化
に
つ
な
が
る
よ
う
校
務
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築
な
ど
を
要
望
し
ま
し

た
。

　
後
日
、
教
育
委
員
会
は
、
今
年
度
の
利
用
に
つ
い
て
は
小
学
校
ご
と
の
判
断
に
任
せ
る

と
の
通
知
を
出
し
ま
し
た
。市
立
中
学
校
に
お
け
る
校
務
シ
ス
テ
ム
導
入
に
つ
い
て
も
来

年
度
か
ら
の
導
入
前
に
有
効
性
が
検
証
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

『費用弁償』の条例改正案が可決も、受け取らず

市
立
小
中
学
校
に
お
け
る
校
務
シ
ス
テ
ム
の
改
善
を
要
望

　
横
浜
市
内
で
進
め
ら
れ
て
い
る
「
相
鉄
・
Ｊ
Ｒ
直
通
線
」
事
業
の
建
設
現
場
を

公
明
党
県
議
と
と
も
に
訪
問
し
、
新
設
さ
れ
る
羽
沢
駅（
仮
称
）や
、
連
絡
線
の
ト

ン
ネ
ル
掘
削
工
事
現
場
を
視
察
し
ま
し
た
。こ
の
事
業
は
、
相
鉄
線
西
谷
駅（
保

土
ケ
谷
区
）
と
Ｊ
Ｒ
東
海
道
貨
物
線
横
浜
羽
沢
駅
（
神
奈
川
区
）
ま
で
の
区
間

（
延
長
約
3
キ
ロ
）
に
連
絡
線
を
建
設
し
直
通
運
転
す
る
も
の
で
、
完
成
は
平

成
30
年
度
の
見
通
し
で
す
。

　
こ
の
事
業
に
つ
い
て
、
公
明
党
は
早
く
か
ら
相
鉄
線
沿
線
住
民
の
利
便
性

な
ど
を
考
え
、早
期
実
現
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。今
後
も
国
、県
、市
の
連
携

を
軸
に
、
沿
線
地
域
の
活
性
化
や
新
駅
周
辺
の
快
適
で
住
み
よ
い
街
づ
く
り

に
も
力
を
注
い
で
参
り
ま
す
。

平
成
30
年
度
完
成
め
ざ
し
、相
鉄
・
Ｊ
Ｒ
直
通
線
事
業
を
推
進

平
成
24
年
度
決
算
特
別
委
員
会
の
論
戦
か
ら

平
成
24
年
度
決
算
特
別
委
員
会
の
論
戦
か
ら

平
成
24
年
度
決
算
特
別
委
員
会
の
論
戦
か
ら

　
　
　
　『
地
域
公
共
交
通
の
確
保
を
』

　
　斉
藤  

伸
一 

（
保
土
ケ
谷
区
選
出
）

　
市
内
に
は
、
山
坂
や
狭
い
道
路
が
多

く
、
バ
ス
便
の
な
い
地
域
も
数
多
く
あ
り

ま
す
。こ
う
し
た
地
域
に
、
新
た
な
交
通
手
段
と
し
て
、
市

が
地
域
に
対
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
な
ど
の
導
入
支

援
を
行
う「
地
域
交
通
サ
ポ
ー
ト
事
業
」に
つ
い
て
、
課
題

を
検
証
し
改
善
を
図
る
こ
と
、
利
用
者
を
増
や
す
た
め
の

サ
ー
ビ
ス
向
上
策
、
例
え
ば
、
サ
ー
ビ
ス
券
の
導
入
や
、
高

齢
者
や
障
が
い
者
の
た
め
に
、
敬
老
パ
ス
や
福
祉
パ
ス
も

使
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
な
ど
を
提
案
し
ま
し
た
。

　
副
市
長
か
ら
は
、①
実
証
運
行
期
間
の
延
長
や
そ
の
際

の
赤
字
補
填
は
必
要
で
あ
る
、②
車
両
購
入
な
ど
初
期
投

資
へ
の
助
成
に
つ
い
て
は
今
後
引
き
続
き
検
討
す
る
、③

回
数
券
の
導
入
な
ど
サ
ー
ビ
ス
面
の
向
上
に
向
け
た
支

援
を
推
進
す
る
旨
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　『
喫
煙
マ
ナ
ー
向
上
へ
前
進
』

　 

行
田  

朝
仁 

（
青
葉
区
選
出
）

　
歩
き
た
ば
こ
の
火
の
危
険
性
や
ポ
イ

捨
て
に
よ
る
ご
み
の
散
乱
な
ど
、
喫
煙

マ
ナ
ー
に
つ
い
て
の
市
民
の
関
心
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ

て
い
ま
す
。横
浜
市
に
お
け
る
喫
煙
禁
止
地
区
は
都
心
部

6
か
所
が
指
定
さ
れ
、歩
き
た
ば
こ
な
ど
は
罰
則
が
科
さ

れ
ま
す
が
、そ
の
他
の
地
域
は
努
力
義
務
規
定
に
と
ど
ま

っ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
喫
煙
マ
ナ
ー
向
上
の
た
め
の
取
り

組
み
の
拡
充
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
局
長
か
ら
は
、
市
と
区
が
連
携
し
て
喫
煙
禁
止
地
区

以
外
に
お
い
て
も
積
極
的
に
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い

く
旨
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　 

『
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
』

　 
尾
崎 

　
太 

（
鶴
見
区
選
出
）

　
こ
れ
ま
で
公
明
党
と
し
て
、
地
域
の

中
で
自
主
的
か
つ
継
続
的
に
防
災
活

動
を
担
う
人
材
と
し
て
、
新
た
な
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
の
必
要
性
を
訴
え
て
き
ま
し
た
。そ
こ
で
、改
め
て
そ

の
育
成
の
進
め
方
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
局
長
か
ら
は
、平
成
26
年
度
の
事
業
化
を
目
指
し
て
、

地
域
に
根
ざ
し
た
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

策
定
に
向
け
て
、
関
係
局
で
検
討
を
進
め
て
い
く
旨
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

 

　
　
　『
木
造
住
宅
密
集
市
街
地
の

   

　
特
性
を
踏
ま
え
た
対
応
策
を
』

　 

竹
内
　
康
洋 

（
神
奈
川
区
選
出
）

　
遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
災
害
時
に
大

き
な
課
題
を
抱
え
る
木
造
住
宅
密
集
市
街
地
へ
の
対
策

に
つ
い
て
、
平
成
26
年
度
か
ら
特
性
に
応
じ
た
き
め
細
や

か
な
対
応
を
積
極
的
に
行
う
べ
き
と
訴
え
ま
し
た
。

　
副
市
長
か
ら
は
、
有
効
な
方
策
を
着
実
に
進
め
た
い

旨
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

道
路
局

資
源
循
環
局

総
務
局

政
策
局

　
　
　 

『
災
害
時
に
お
け
る
飲
料
水
の
確
保
を
』

　
　
安
西  

英
俊 

（
港
南
区
選
出
）

　
災
害
時
に
地
域
の
共
助
に
よ
る
飲
料

水
の
確
保
を
拡
充
す
る
た
め
、
水
質
や

安
全
性
等
を
考
慮
し
な
が
ら
、
地
域
防
災
拠
点
の
受
水

槽
や
消
火
栓
の
活
用
を
図
る
べ
き
と
訴
え
ま
し
た
。

　
副
市
長
か
ら
は
、
こ
の
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
関

連
区
局
と
今
後
も
連
携
を
図
っ
て
い
く
旨
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

水
道
局

 

　
　
　『
盛
土
造
成
地
の
安
全
対
策
推
進
を
』

　 

源
波
　
正
保 

（
泉
区
選
出
）

　
国
の
基
準
に
基
づ
く
大
規
模
盛
土

造
成
地
が
横
浜
市
内
に
約
3
6
0
0

カ
所
あ
り
、
そ
の
う
ち
約
1
5
0
0
カ
所
で
安
全
性
が

不
足
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
滑
り
な

ど
の
耐
震
対
策
の
強
化
を
訴
え
ま
し
た
。

　
局
長
か
ら
は
、平
成
25
、26
年
度
で
1
5
0
0
カ
所
を

対
象
に
専
門
家
に
よ
る
現
地
調
査
な
ど
を
実
施
し
、
2

次
調
査
で
詳
細
な
地
盤
調
査
を
行
っ
た
上
で
、
最
終
的

な
安
全
性
を
確
認
す
る
旨
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

建
築
局

　
　
　
　
　『
児
童
生
徒
の
学
習
環
境
の
向
上
を
』

　 

中
島  

光
徳 

（
戸
塚
区
選
出
）

　
市
立
学
校
の
読
書
活
動
の
推
進
の

た
め
に
、
今
年
度
は
1
2
5
人
の
学
校

司
書
を
採
用
し
ま
し
た
。そ
こ
で
、
今
後
の
学
校
司
書
の

力
量
向
上
の
重
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

　
教
育
長
か
ら
は
、
新
採
用
研
修
の
ほ
か
、
毎
月
研
修
を

実
施
し
て
い
く
旨
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
立
学
校
の
普
通
教
室
の
空
調
設
備
の
設
置

は
今
年
度
で
完
了
し
ま
す
。そ
こ
で
今
後
、
図
書
室
な
ど

の
特
別
教
室
に
も
空
調
設
備
を
設
置
す
べ
き
と
訴
え
ま

し
た
。

　
教
育
長
か
ら
は
、
予
算
状
況
や
優
先
順
位
を
見
極
め

つ
つ
検
討
し
て
い
く
旨
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

教
育
委
員
会

介助犬によるサポートの様子

現場で進捗状況の確認

岡田教育長へ申し入れ

平成25年9月27日 神奈川新聞



　
手
や
足
に
障
が
い
が
あ
る
方
の
日
常
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
、
物
を

持
っ
て
く
る
、
ド
ア
を
開
け
る
な
ど
、
特
別
な
訓
練
を
経
て
認
定
を
受
け
た
介

助
犬
を
、
約
1
万
5
千
人
が
必
要
と
す
る
中
で
、
現
在
実
働
し
て
い
る
の
は
67

頭
（
本
年
4
月
1
日
現
在
）
で
す
。そ
の
育
成
・
普
及
に
つ
い
て
、
社
会
福
祉
法

人
日
本
介
助
犬
協
会
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。「
人
に
も
動
物
に
も
優
し

い
社
会
」を
め
ざ
し
ま
す
。

介
助
犬
の
育
成
と
普
及
を
目
指
し
て
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9
月
26
日
、「
横
浜
市
会
議
員
の
議
員
報
酬
、

費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
」（
案
）
が
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。議
員
が
本
会
議
や
委
員
会
な
ど
に
出
席
し

た
時
に
支
払
わ
れ
る
旅
費
で
あ
る
「
費
用
弁
償
」

に
つ
い
て
、
居
住
地
ご
と
に
千
円
、
二
千
円
、
三

千
円
を
定
額
支
給
す
る
も
の
で
、
10 
月
1
日
か

ら
適
用
さ
れ
ま
し
た
。

　「
費
用
弁
償
」は
、
地
方
自
治
法
に
お
い
て
、「
議

員
は
職
務
を
行
う
た
め
に
要
す
る
費
用
の
弁
償

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の「
費
用
弁
償
」に
つ
い
て
横
浜
市
会
で
は
、
平

成
19 
年
4
月
か
ら
日
額
支
給
を
廃
止
し
、
議
員
が

職
務
で
市
外
に
出
張
し
た
時
の
み
旅
費
と
し
て

支
給
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
に
入
り
、
議
会
改
革
を
議
論
す
る
特
別
委

員
会
に
お
い
て
、
本
会
議
や
委
員
会
に
出
席
す
る

際
の
交
通
費
の
実
費
相
当
額
を
支
給
す
べ
き
と

の
提
案
が
あ
り
、協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
公
明
党
横
浜
市
議
団
は
、
改
正
案
の
趣
旨
は
地

方
自
治
法
に
準
拠
し
て
い
る
と
理
解
致
し
ま
し
た

が
、
本
来
は
定

額
で
は
な
く
実

費
精
算
で
あ
る

べ
き
と
考
え

「
費
用
弁
償
」

を
受
け
取
ら
な

い
こ
と
を
決
定

し
ま
し
た
。

　
8
月
20
日
、
市
立
小
学
校
で
運
用
し
て
い
る
校
務
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
の
改
善
要

望
書
を
教
育
長
に
提
出
し
ま
し
た
。学
校
現
場
の
教
職
員
か
ら
、
操
作
上
の
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
や
シ
ス
テ
ム
の
不
安
定
さ
に
つ
い
て
の
声
が
挙
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
利

用
に
つ
い
て
は
学
校
ご
と
の
判
断
に
委
ね
る
こ
と
や
、
本
来
の
目
的
で
あ
る
教
職
員

の
職
務
の
効
率
化
に
つ
な
が
る
よ
う
校
務
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築
な
ど
を
要
望
し
ま
し

た
。

　
後
日
、
教
育
委
員
会
は
、
今
年
度
の
利
用
に
つ
い
て
は
小
学
校
ご
と
の
判
断
に
任
せ
る

と
の
通
知
を
出
し
ま
し
た
。市
立
中
学
校
に
お
け
る
校
務
シ
ス
テ
ム
導
入
に
つ
い
て
も
来

年
度
か
ら
の
導
入
前
に
有
効
性
が
検
証
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

『費用弁償』の条例改正案が可決も、受け取らず

市
立
小
中
学
校
に
お
け
る
校
務
シ
ス
テ
ム
の
改
善
を
要
望

　
横
浜
市
内
で
進
め
ら
れ
て
い
る
「
相
鉄
・
Ｊ
Ｒ
直
通
線
」
事
業
の
建
設
現
場
を

公
明
党
県
議
と
と
も
に
訪
問
し
、
新
設
さ
れ
る
羽
沢
駅（
仮
称
）や
、
連
絡
線
の
ト

ン
ネ
ル
掘
削
工
事
現
場
を
視
察
し
ま
し
た
。こ
の
事
業
は
、
相
鉄
線
西
谷
駅（
保

土
ケ
谷
区
）
と
Ｊ
Ｒ
東
海
道
貨
物
線
横
浜
羽
沢
駅
（
神
奈
川
区
）
ま
で
の
区
間

（
延
長
約
3
キ
ロ
）
に
連
絡
線
を
建
設
し
直
通
運
転
す
る
も
の
で
、
完
成
は
平

成
30
年
度
の
見
通
し
で
す
。

　
こ
の
事
業
に
つ
い
て
、
公
明
党
は
早
く
か
ら
相
鉄
線
沿
線
住
民
の
利
便
性

な
ど
を
考
え
、早
期
実
現
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。今
後
も
国
、県
、市
の
連
携

を
軸
に
、
沿
線
地
域
の
活
性
化
や
新
駅
周
辺
の
快
適
で
住
み
よ
い
街
づ
く
り

に
も
力
を
注
い
で
参
り
ま
す
。

平
成
30
年
度
完
成
め
ざ
し
、相
鉄
・
Ｊ
Ｒ
直
通
線
事
業
を
推
進

平
成
24
年
度
決
算
特
別
委
員
会
の
論
戦
か
ら

平
成
24
年
度
決
算
特
別
委
員
会
の
論
戦
か
ら

平
成
24
年
度
決
算
特
別
委
員
会
の
論
戦
か
ら

　
　
　
　『
地
域
公
共
交
通
の
確
保
を
』

　
　斉
藤  

伸
一 

（
保
土
ケ
谷
区
選
出
）

　
市
内
に
は
、
山
坂
や
狭
い
道
路
が
多

く
、
バ
ス
便
の
な
い
地
域
も
数
多
く
あ
り

ま
す
。こ
う
し
た
地
域
に
、
新
た
な
交
通
手
段
と
し
て
、
市

が
地
域
に
対
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
な
ど
の
導
入
支

援
を
行
う「
地
域
交
通
サ
ポ
ー
ト
事
業
」に
つ
い
て
、
課
題

を
検
証
し
改
善
を
図
る
こ
と
、
利
用
者
を
増
や
す
た
め
の

サ
ー
ビ
ス
向
上
策
、
例
え
ば
、
サ
ー
ビ
ス
券
の
導
入
や
、
高

齢
者
や
障
が
い
者
の
た
め
に
、
敬
老
パ
ス
や
福
祉
パ
ス
も

使
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
な
ど
を
提
案
し
ま
し
た
。

　
副
市
長
か
ら
は
、①
実
証
運
行
期
間
の
延
長
や
そ
の
際

の
赤
字
補
填
は
必
要
で
あ
る
、②
車
両
購
入
な
ど
初
期
投

資
へ
の
助
成
に
つ
い
て
は
今
後
引
き
続
き
検
討
す
る
、③

回
数
券
の
導
入
な
ど
サ
ー
ビ
ス
面
の
向
上
に
向
け
た
支

援
を
推
進
す
る
旨
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　『
喫
煙
マ
ナ
ー
向
上
へ
前
進
』

　 

行
田  

朝
仁 

（
青
葉
区
選
出
）

　
歩
き
た
ば
こ
の
火
の
危
険
性
や
ポ
イ

捨
て
に
よ
る
ご
み
の
散
乱
な
ど
、
喫
煙

マ
ナ
ー
に
つ
い
て
の
市
民
の
関
心
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ

て
い
ま
す
。横
浜
市
に
お
け
る
喫
煙
禁
止
地
区
は
都
心
部

6
か
所
が
指
定
さ
れ
、歩
き
た
ば
こ
な
ど
は
罰
則
が
科
さ

れ
ま
す
が
、そ
の
他
の
地
域
は
努
力
義
務
規
定
に
と
ど
ま

っ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
喫
煙
マ
ナ
ー
向
上
の
た
め
の
取
り

組
み
の
拡
充
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
局
長
か
ら
は
、
市
と
区
が
連
携
し
て
喫
煙
禁
止
地
区

以
外
に
お
い
て
も
積
極
的
に
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い

く
旨
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　 

『
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
』

　 

尾
崎 

　
太 

（
鶴
見
区
選
出
）

　
こ
れ
ま
で
公
明
党
と
し
て
、
地
域
の

中
で
自
主
的
か
つ
継
続
的
に
防
災
活

動
を
担
う
人
材
と
し
て
、
新
た
な
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
の
必
要
性
を
訴
え
て
き
ま
し
た
。そ
こ
で
、改
め
て
そ

の
育
成
の
進
め
方
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
局
長
か
ら
は
、平
成
26
年
度
の
事
業
化
を
目
指
し
て
、

地
域
に
根
ざ
し
た
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

策
定
に
向
け
て
、
関
係
局
で
検
討
を
進
め
て
い
く
旨
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

 

　
　
　『
木
造
住
宅
密
集
市
街
地
の

   

　
特
性
を
踏
ま
え
た
対
応
策
を
』

　 

竹
内
　
康
洋 

（
神
奈
川
区
選
出
）

　
遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
災
害
時
に
大

き
な
課
題
を
抱
え
る
木
造
住
宅
密
集
市
街
地
へ
の
対
策

に
つ
い
て
、
平
成
26
年
度
か
ら
特
性
に
応
じ
た
き
め
細
や

か
な
対
応
を
積
極
的
に
行
う
べ
き
と
訴
え
ま
し
た
。

　
副
市
長
か
ら
は
、
有
効
な
方
策
を
着
実
に
進
め
た
い

旨
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

道
路
局

資
源
循
環
局

総
務
局

政
策
局

　
　
　 

『
災
害
時
に
お
け
る
飲
料
水
の
確
保
を
』

　
　
安
西  

英
俊 

（
港
南
区
選
出
）

　
災
害
時
に
地
域
の
共
助
に
よ
る
飲
料

水
の
確
保
を
拡
充
す
る
た
め
、
水
質
や

安
全
性
等
を
考
慮
し
な
が
ら
、
地
域
防
災
拠
点
の
受
水

槽
や
消
火
栓
の
活
用
を
図
る
べ
き
と
訴
え
ま
し
た
。

　
副
市
長
か
ら
は
、
こ
の
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
関

連
区
局
と
今
後
も
連
携
を
図
っ
て
い
く
旨
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

水
道
局

 

　
　
　『
盛
土
造
成
地
の
安
全
対
策
推
進
を
』

　 

源
波
　
正
保 

（
泉
区
選
出
）

　
国
の
基
準
に
基
づ
く
大
規
模
盛
土

造
成
地
が
横
浜
市
内
に
約
3
6
0
0

カ
所
あ
り
、
そ
の
う
ち
約
1
5
0
0
カ
所
で
安
全
性
が

不
足
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
滑
り
な

ど
の
耐
震
対
策
の
強
化
を
訴
え
ま
し
た
。

　
局
長
か
ら
は
、平
成
25
、26
年
度
で
1
5
0
0
カ
所
を

対
象
に
専
門
家
に
よ
る
現
地
調
査
な
ど
を
実
施
し
、
2

次
調
査
で
詳
細
な
地
盤
調
査
を
行
っ
た
上
で
、
最
終
的

な
安
全
性
を
確
認
す
る
旨
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

建
築
局

　
　
　
　
　『
児
童
生
徒
の
学
習
環
境
の
向
上
を
』

　 

中
島  

光
徳 

（
戸
塚
区
選
出
）

　
市
立
学
校
の
読
書
活
動
の
推
進
の

た
め
に
、
今
年
度
は
1
2
5
人
の
学
校

司
書
を
採
用
し
ま
し
た
。そ
こ
で
、
今
後
の
学
校
司
書
の

力
量
向
上
の
重
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

　
教
育
長
か
ら
は
、
新
採
用
研
修
の
ほ
か
、
毎
月
研
修
を

実
施
し
て
い
く
旨
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
立
学
校
の
普
通
教
室
の
空
調
設
備
の
設
置

は
今
年
度
で
完
了
し
ま
す
。そ
こ
で
今
後
、
図
書
室
な
ど

の
特
別
教
室
に
も
空
調
設
備
を
設
置
す
べ
き
と
訴
え
ま

し
た
。

　
教
育
長
か
ら
は
、
予
算
状
況
や
優
先
順
位
を
見
極
め

つ
つ
検
討
し
て
い
く
旨
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

教
育
委
員
会

介助犬によるサポートの様子

現場で進捗状況の確認

岡田教育長へ申し入れ

平成25年9月27日 神奈川新聞
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　上海市との友好都市提携 40 周年を記念して仁田まさとし市議は、市会副議長と

して 11 月 5日から 7日まで、中華人民共和国上海市を訪問しました。

　日中共同声明が調印され国交が
正常化した翌年の1973年11月に、
横浜市と上海市は友好都市提携を
宣言しました。上海市にとっては始
めての海外友好都市提携でした。
　この宣言以降 5 年ごとに交流事
業に係る協定書が交わされており、
5日に「横浜上海友好交流事業に係
る協定書（2014 ～ 2018 年度）」が調印され、立ち合いました。

　仁田まさとし市議は、中国独自の政治
体制である上海市政治協商会議の蔡威
（さい・い）副主席と会見しました。
　友好交流提携 40 周年を契機としてよ
り一層両市の交流を深め、共に発展して
いくために相互の協力をと確認した上、
仁田まさとし市議は、「そのためにも未来
を担う学生同士の交流に力を入れたい」
と提案し、共感を得ました。

市会を代表して 仁田まさとし市議が上海市を訪問市会を代表して 仁田まさとし市議が上海市を訪問市会を代表して 仁田まさとし市議が上海市を訪問

　
明
年
の
予
算
審
議
な
ど
を
通
じ
て
、
政
策

実
現
に
向
け
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
こ
れ
に
対
し
林
市
長
は
、
市
民
の
視
点
に

沿
っ
た
要
望
を
い
た
だ
い
た
と
の
認
識
を

示
し
、
市
会
と
力
を
結
集
し
て
、
施
策
に
反

映
さ
せ
て
い
き
た
い
と
応
じ

ま
し
た
。

横
浜
市
予
算
要
望
書
を
提
出

　
公
明
党
横
浜
市
会
議
員
団
は
10 
月
21 
日
、

平
成
26
年
度
予
算
編
成
に
対
す
る
要
望
書
を

林
文
子
横
浜
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

　
要
望
書
は
、
最
重
点
要
望
1
0
6
、
重
点

要
望
1
2
2
、
各
区
重
点
要
望
73
の
計

3
0
1
項
目
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。具
体
的
な
項
目
と
し
て
、
防
災
・

減
災
対
策
で
は
、
全
児
童
・
生
徒
へ

の
携
帯
型
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
支
給
や

突
風
・
竜
巻
な
ど
風
害
に
対
す
る

対
応
、
地
域
防
災
拠
点
の
受
水
槽
や

消
火
栓
の
活
用
に
よ
る
災
害
時
の

飲
料
水
確
保
な
ど
を
要
望
し
ま
し

た
。

　
そ
の
他
、
中
学
校
昼
食
の
充
実
の

た
め
ス
ク
ー
ル
ラ
ン
チ
の
導
入
、
高

齢
社
会
の
安
心
と
し
て
孤
立
を
防
ぐ

事
業
の
拡
充
や
介
護
人
材
の
確
保
に

対
す
る
取
り
組
み
な
ど
を
要
望
し
ま

し
た
。

　
席
上
、
加
藤
団
長
は
、
市
民
が
景
気

回
復
の
実
感
が
持
て
な
い
中
で
、明
年

は
消
費
税
率
引
き
上
げ
な
ど
に
よ
る

負
担
増
が
あ
る
こ
と
か
ら
、本
市
で
も

低
所
得
者
な
ど
に
配
慮
し
た
施
策
を

展
開
す
る
よ
う
要
請
し
ま
し
た
。

　
5
政
令
指
定
都
市
（
横
浜
、

名
古
屋
、
京
都
、
大
阪
、
神
戸
）

の
公
明
党
議
員
に
よ
る
、第
21 

回
「
五
大
市
政
策
研
究
会
」
が

8
月
、神
戸
市
内
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
今
回
は
、大
都
市
共
通
の
政

策
課
題
で
あ
る「
災
害
時
要
援

護
者
支
援
対
策
」
と
「
待
機
児

童
対
策
」に
つ
い
て
、
各
市
か

ら
の
実
例
報
告
と
と
も
に
、意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
特
に
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
達

成
し
た
横
浜
市
の
取
り
組
み

へ
の
関
心
は
高
く
、国
の
待
機

児
童
解
消
加
速
化
プ
ラ
ン
の
展
開
に
よ
り
、
今
後
横
浜
方

式
が
全
国
的
に
拡
が
っ
て
行
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

※

横
浜
方
式…

横
浜
保
育
室
の
整
備
や
保
育
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

の
配
置
、
株
式
会
社
が
運
営
す
る
認
可
保
育
所
の
拡
大
な
ど
、

横
浜
市
が
行
っ
た
待
機
児
童
対
策
の
こ
と
。

林市長に要望書を提出する公明党横浜市会議員団

五
大
市
政
策
研
究
会
で
活
発
に
意
見
交
換

平
成
26
年
度

市
民
生
活
の
安
心
・
安
定
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
！

市
民
生
活
の
安
心
・
安
定
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
！

上
海
市
と
の
友
好
都
市
提
携
が
40
周
年

上
海
市
と
の
友
好
都
市
提
携
が
40
周
年

 
̶

未
来
に
向
け
て
さ
ら
な
る
友
好
交
流
を
！

公明党横浜市会議員団
南区政務調査事務所長

横浜市会議員

資
料

：

洋
山
深
水
港▲

左写真奥にある山の
頂きより港のコンテナ
を臨む

▲

　11 月 20 日、林文子横浜市長が太田
昭宏国土交通大臣に対し、平成 26 年度 
国の制度及び予算に関する提案・要望
書を提出しました。これには上田勇衆
議、佐々木さやか参議とともに仁田まさ
とし横浜市会副議長も同席しました。
　提案・要望内容は、幹線道路や鉄道事

業の推進、港湾やMICE 分野の国際競争力強化、公共施設の老朽化対策など6項
目。林市長は、「横浜市の将来にとって特に重要な施策」と訴えました。
　太田国交大臣は、連携しながら取り組む考えを示しました。

　上海港のコンテナ取扱量は、横
浜港の10倍に相当する 3,150 万
TEU と世界1位となっています。
　特に、船舶の大型化に対応する
ため上海の東南端から約 30km
沖合に洋山深水港の整備を進めて
います。
　上海市洋山管理弁公室の劉国成 室長
から施設の説明を受け、港湾機能について意
見交換しました。

　上海港のコンテナ取扱量は、横
浜港の10 倍に相当する 3,000
万ＴＥＵを超え世界 1 位となって
います。特に、船舶の大型化に対応
するため上海の東南端から約
30km 沖合に洋山深水港の整備を
進めています。
　上海市洋山管理弁公室の劉国成 室長
から施設の説明を受け、港湾機能について意
見交換しました。

太田国土交通大臣に提案・要望！太田国土交通大臣に提案・要望！


